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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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地区事務所
本部北海道四国地区管理部
東 日 本 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 地 区 事 務 所
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〒108-8583
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〒457-0866
〒553-0003
〒806-0034

東京都港区高輪3-22-12
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内

URL
https://www.jcho.go.jp/
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トピックス
P.10	【トピックス】「地域に根ざし、地域から愛される病院」
	 をめざして　クラウドファンディングによる市政との連携
 福井勝山総合病院　事務長　尾石	紀之

P.06	【連続企画】病院長に聞く⑪
	 中期計画最後の１年として、
	 新たな中期計画への１年として
 東京高輪病院　院長　木村	健二郎
 中京病院　院長　絹川	常郎
 大阪病院　院長　山崎	芳郎
 熊本総合病院　院長　島田	信也
 北海道四国地区　担当理事　内野	直樹
 　司会：理事（広報担当）　前野	一雄

P.12	【ニュース】

 訪問看護ステーションが開設しました
 ・人吉医療センター附属訪問看護ステーション
 ・天草中央総合病院附属訪問看護ステーション

 居宅介護支援センターが開設しました
 ・中京病院附属居宅介護支援センター

P.13	【広報アラカルト】

 湯布院病院　リハビリテーション科　日高	隆之

P.14	【インフォメーション】

 大阪みなと中央病院の新築移転について
 大阪みなと中央病院　事務部長　前田	誠
 第４回JCHO地域医療総合医学会の開催準備進む
 一般社団法人地域医療機能推進学会 事務局長　中村	仁

P.02	ニュース

P.03	新任理事のご挨拶

P.04	新任院長メッセージ

大運動会で球転がしに大奮闘！（南海医療センター附属介護老人保健施設）



● 4 月 1 日

● 4 月 20 日

● 4 月 24 日
〜 25 日

● 5 月 17 日

新入職員の入職

評価者研修

新任管理者研修
　JCHO本部において、新任の病院長、事務部長、看護部長を
対象に運営及び経営等に必要な知識と実践力を取得し、管理能
力の向上を図ることを目的とした研修を行いました。

事務部長・看護部長会議

平成 30 年度事務職員就職説明会を
全国各地で開催しました

本部総務部人事課　川本 武志
　事務職員の新規採用にあたって、北海道から九州まで
全国８会場で就職説明会を開催し、延べ 314 人の学生の
皆さんにご参加いただきました。
　学生の皆さんには、JCHOの沿革や地域社会での役割、
事務職員の業務内容などをご理解いただくとともに、病
院の先輩職員のお話により JCHOの魅力を感じていただけたのではないかと感じています。
　この就職説明会をきっかけに、JCHOに興味を抱き、働きたいと感じてくれることを期待していま
す。

人命救助を行い助かった命
下関医療センター　東７病棟　看護師　岸 麻莉子

　バスの中で人命救助を行い、その命を助けることができ表彰状を頂くこととなりました。帰宅途中
に車内で心肺停止となってしまった方を発見しました。そのとき、目の前の命を助けなければなら
ないと一人の人間として救命処置を行いました。この行動ができたのは日頃の経験があったからだ
と思っています。AEDを使用し心
拍が再開しました。その瞬間は本
当に嬉しく思いました。私だけで
はなく運転手さん、近くの病院の
看護師と上手く連携し命を助ける
ことができたと思っています。今
回迅速な対応により一人の命を助
けることができ、看護師としてや
りがいを持てたのでこれからも頑
張っていこうと感じました。

NEWS

02



　昨年の８月から JCHOで勤務しておりますが、４月に理事を拝命し、引き続き新た
な分野で皆さまと一緒に仕事をさせていただくことになりました。
　かつて短期間、社会保険庁で勤務した経験があり、いくつかの社会保険病院や厚生
年金病院を拝見いたしました。医療や介護をとりまく環境が大きく変化してきた中で、
あの成り立ちや文化、習慣を異にしていた病院群が、一つの法人として共通のルール
の下で地域医療や介護を担う存在として位置づけられて今に至っているということに
感慨を禁じ得ません。
　病院や老健施設には、多くの優秀なスタッフがおり、設備、機器があります。まさ
に医療・介護の資源が集積している場所です。そうした貴重な医療・介護資源を有効

に使えるかどうかで、我が国の少子高齢化社会の姿は大きく変わってきます。同時に、独立行政法人と
しての JCHOにとっても、持てる資源をむだなく有効に使うことこそが、個々の病院の経営を安定させ、
ひいては法人自体の運営を安定させることにつながります。
　最初の中期計画期間の最終年を迎え、次の時代に向けた助走に入った中で、JCHOがこれからも地域の期
待に応え続けられるよう、皆さまと一緒に進んでいければと願っております。よろしくお願い申し上げます。

　４月１日付で本部理事を拝命いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。
　着任にあたって約二十年前に社会保険庁に在職し、二つの社会保険病院にDRG-PPS（現
在はDPC）の試行をお願いしたこと、日本社会保険医学会総会に参加させていただいたこと、
更に遡って学生時代、産婦人科の臨床実習で現在の東京新宿メディカルセンターに１週間お
世話になったこと等を突然久し振りに思い出し、新しい職場への親近感が湧いてきております。
　ところで新しい組織名はどの程度世間に浸透しているのでしょうか。４月下旬全国
規模の某学会に参加した際には様子がわからなかったため、正式な職場名を（何か抜
けていないか？）と自問しながら申し上げ、名刺を出すと相手の方（医師）から「ジェ
イコーですね、○○に二箇所ありますから知っていますよ。」と言われて拍子抜けしま

した。また、別の方と名刺交換した時には「ジェイコー、いい略称ですね。」とほめていただきました。
　名前に拘るようですが、「推進」すべき「地域医療機能」とは何でしょうか。地域医療は当然地域ごとに異
なりますし、時代や経済・社会状況によって生き物のように姿形を変えていくのだと思います。また各人の置
かれている立場によって捉え方が異なるでしょう。グループの職員が互いに情報共有しつつ、推進すべき地
域医療を共に模索し、より良い方向を目指していく、その一端を微力ながら担うことができましたら幸いです。

　このたび、東日本地区担当理事を拝命いたしました。院長の経験はまだ浅く自分自
身の病院である東京高輪病院でも問題山積ですが、これからは地区の病院全体に目を
向けることで、より広くものごとを見るチャンスを与えていただいたことに感謝して
おります。
　地区担当理事の役割は地区事務所と協力して地区の病院がそれぞれの特性を生かし
てその地域で存分に医療活動を展開していけるよう支援していくことだろうと思って
います。そのために各病院の院長との密接な連携や情報交換が必須と思っています。
また、本部とのコミュニケーションも重要です。平成29年度末に本部から出された「組
織強化検討委員会」での議論のまとめは、まさに本部・地区事務所と各病院のコミュ

ニケーションを密にして、各病院の事情や特性を生かしていくという精神が表れたものであり、これか
らの JCHOの発展の方向性を示したものとして意義深いものであると考えています。
　JCHOの発展は傘下の各病院の健全経営をもとにした発展があって初めて可能になるものであると思
います。そのような意味で、今後、地区担当理事として少しでもお役に立てることを願っています。皆
様のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

新任理事のご挨拶

東日本地区担当理事

木村 健二郎

医療・看護・介護・
地域包括ケア担当理事

瀧村 佳代

管理・労務・経営
担当理事

西辻 浩
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　平成 30年４月より JCHO埼玉メディカルセンターの院長に就任しまし
た吉田と申します。当院は、健康管理センター、介護老人保健施設をもち、
病院の理念にあるように病気の予防、医療、介護サービスを提供し、地域
の皆様に親しまれ信頼される病院を目指し努力をしていきたいと思います。
今後ともよろしくお願いいたします。

　相模野病院は人口 70万人の政令指定都市である相模原市にあり、地域周
産期新生児医療の中核病院として役割を担っています。少子高齢化や労働
人口減少等の厳しい医療環境にありますが、強みを生かし地域が必要とす
る医療を提供できるよう努めます。多職種が連携し、職員一同で地域から
信頼される病院を維持していきます。

新任院長メッセージ

　1986年に群馬大学を卒業しました。専門は消化器外科です。外科を運営
していく中で、NST、パス、緩和などの多職種チームの立ち上げや地域連
携センターの創設をしてきました。これらの仕事は地域包括ケアの推進に
つながっており、今後院長としての地域に求められる病院づくりに直結し
ていると思います。

　平成 30年４月１日付けで病院長を拝命致しました。私は昭和 55年に東
京大学を卒業し、産婦人科医として診療、研究、教育を行ってきました。
前職は、国立国際医療研究センター病院の副院長です。当院は地域住民に
最善の医療を提供するとともに、未来志向の地域包括ケアシステムを構築
して参る所存です。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

　地域の医療機関や行政とも密に連携し、静岡県東部地域の基幹病院として、急
性期医療から回復期治療まで幅広く対応出来る体制を提供出来るよう、また、包括
ケア病棟や老健施設の運営を円滑にさらに充実を図りたいと考えております。周産期
医療については、将来は県東部での二次救急医療を目指しておりますが、体制が整
うまでは、少しずつ地域に貢献出来る産婦人科医療として始めたいと思っております。

群馬中央病院　内藤 浩

東京山手メディカルセンター　矢野 哲

三島総合病院　野田 芳人

埼玉メディカルセンター　吉田 武史

相模野病院　野田 吉和
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　昭和 60年山口大学卒。消化器内科医としてのキャリアを積みながら、平
成 10年に下関厚生病院に赴任して以来現在に至り、それだけ病院への愛情
を育んできました。院長昇格内定後、一念発起してダイエットに励み、10
年前の体重に戻して４月を迎えることに成功。リバウンドしないよう、額
に汗して頑張ります。

　このたび九州病院の院長を拝命しました内山です。どうぞよろしくお願
いいたします。2003 年に九州厚生年金病院に赴任し、2006 年に外科部長、
2011年から副院長を務め、外科の統括に加えて手術室やがん診療の運営な
どに携わってきました。北九州西部地区における急性期・専門的医療を推
進し、職員とともに活力のある病院を目指します。

新任院長メッセージ

　本院は 2019年９月に新築移転が決まっています。この移転を機にこれま
での病院からは脱皮して新たな病院として生まれ変わろうとしています。
新診療科の創設を始めとして新たなそしてもっと充実した医療サービスを
提供できるような病院になれるよう模索中です。JCHOグループにおける
新築移転の大成功例となるよう頑張りたいと思います。

　香川大学病院循環器内科長を経て２年前に当院副院長として JCHOの一
員となり、このたび院長を拝命しました。うどん県高松市の中心部、特別
名勝栗林公園の近くの当院が、急性期病棟 120床と包括ケア 45床、回リハ
34床をフル稼働して、当地の地域包括ケアシステムにハマる「重宝な総合
病院」として愛され続けるよう、熱い仲間たちと力を合わせて頑張ります。

　病院長に就任しました松本髙宏です。副院長として 11年勤務する間に、
地域人口の減少と少子高齢化が進んでいます。地域病院の役割としても救
急医療や最新医療だけでなく、地域包括ケアシステムにおける医療の要機
能が重要な使命となっています。「地域ファースト」の病院として、地域の
人々からも職員からも選ばれるように努力します。

大阪みなと中央病院　細川 亙

りつりん病院　大森 浩二

福岡ゆたか中央病院　松本 髙宏

下関医療センター　山下 智省

九州病院　内山 明彦
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島
田
▼
九
州
地
区
で
は
中
期
計
画
に
つ
い

て
大
体
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の
数
値
目
標
で
、
紹

介
率
の
問
題
は
最
優
先
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
連
携
や
病
診
連
携
、
消
防
署

と
の
症
例
検
討
会
を
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
何
と
言
っ
て
も
大
切
な
の
は
病
院

長
が
近
隣
の
開
業
医
の
先
生
の
と
こ
ろ

を
進
ん
で
回
り
、
顔
の
見
え
る
化
を
図

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。。
全
国

の
紹
介
率
一
覧
を
見
ま
す
と
、
地
域
医

療
支
援
病
院
に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
施

設
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
紹
介
率
が

見
合
っ
て
い
な
い
病
院
が
あ
り
ま
す
。

急
性
期
病
院
や
回
復
期
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
等
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
違
う

か
ら
目
標
値
も
異
な
る
。
役
割
毎
に
グ

ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、
数
値
目
標
の
設

定
等
を
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
活
性

化
事
業
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

２
番
目
は
、
経
営
の
問
題
で
す
。
７

対
１
か
ら
10
対
１
に
移
行
し
て
い
る
病

院
が
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
以
前
に
稼

働
率
と
在
院
日
数
の
平
均
を
取
っ
た
と

こ
ろ
、
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。
折
角
の

10
対
１
が
経
営
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
10
対
１
の
病
院
は
、
10
対
１
を
生

か
し
き
れ
る
数
値
目
標
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
看
護
師
が
足
り
ず

に
病
棟
を
閉
鎖
す
る
病
院
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
７
対
１

が
駄
目
だ
っ
た
ら
10
対
１
、
10
対
１
が

駄
目
だ
っ
た
ら
13
対
１
、
15
対
１
に
し

て
い
け
ば
、
よ
り
良
い
経
営
、
運
営
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
崎
▼
近
畿
地
区
は
地
区
再
編
に
伴
い
、

８
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

月
例
役
員
会
で
の
検
討
内
容
や
報
告

等
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
地
区
事
務
所

を
通
じ
て
、必
ず
配
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま

す
が
、
フ
ェ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ェ
ー

ス
で
話
を
で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ
て

地
区
の
院
長
等
会
議
を
年
間
３
～
４
回

程
度
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
顔
を
合

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
き
な
い
な
ら
、
ウ
ェ
ブ
会
議
が
円
滑

に
実
施
出
来
れ
ば
い
い
の
で
す
が
…
。

月
例
報
告
も
メ
ー
ル
の
み
で
は
、
全
て

が
正
し
く
伝
わ
る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
本
部
の
考
え
、
方
針
が
十
分
に
伝

え
ら
れ
る
環
境
に
改
善
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。
院
長
だ
け
が
集
ま
っ
て
も
、

ら
ち
が
明
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
近
畿
地
区
で
は
、
院
長
等
会

議
で
２
回
に
１
回
程
度
は
事
務
長
と
看

護
部
長
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
院
長
だ
け
で
は
な
く
、
事
務
長
や
看

護
部
長
も
共
通
認
識
を
持
つ
機
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

も
う
一
点
は
、
組
織
の
強
化
や
改
善

を
求
め
る
組
織
機
能
強
化
検
討
会
で
の

お
話
を
聞
き
ま
す
と
、
や
は
り
医
療
機

器
購
入
の
停
滞
が
共
通
し
た
課
題
で
す

ね
。
特
に
、
準
緊
急
整
備
が
必
要
な
機

器
に
時
間
が
か
か
っ
て
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。
今
回
、
手
続
き
の

方
法
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
て

の
病
院
に
対
し
て
ま
だ
周
知
不
足
か
と

思
い
ま
す
。

　
　

こ
う
い
う
医
療
機
器
の
整
備
は
即

刻
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
や
っ
て
い
た
だ

く
、
そ
れ
が
ド
ク
タ
ー
の
意
識
を
高
め

る
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
確
か

に
、
大
阪
病
院
は
全
館
新
築
で
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
内
第
２
位
の
減
価
償
却
費
返
却
で

な
か
な
か
苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
賞
与

の
減
額
は
、あ
る
程
度
そ
の
理
由
を
知
っ

て
納
得
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
医
療
機
器
が
す
ぐ
揃
わ
な
い
と
、

　2014年に全社連、厚生団、船保協会と全く異なる３団体から病院の運営を引き継ぎ、４年が
経過しました。今年度は中期計画最後の１年となり、また第２期へ向けて重要な年です。本部と
各地区をつなぐ地区担当理事の皆さんに、JCHOの将来についてお話しいただきました。

熊本総合病院　院長
（九州地区担当理事）

島田 信也

大阪病院　院長
（近畿地区担当理事）

山崎 芳郎

病院長に聞く⓫連　続　企　画

中期計画最後の１年として、
新たな中期計画への１年として
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医
療
の
質
が
維
持
で
き
な
い
理
由
か
ら

辞
め
て
い
く
医
師
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
機
器
の
整
備
方
策
も
、
改
善

す
べ
き
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

絹
川
▼
私
は
中
京
、
桜
ヶ
丘
病
院
の
２
病

院
の
病
院
長
を
併
任
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
感
じ
た
地
域
の
医
師
不
足
の
話
を

し
ま
す
。

　
　

東
海
北
陸
は
全
部
で
９
病
院
あ
り
、

医
師
不
足
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
病
院
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
半
の
院
長

先
生
方
は
、
上
手
く
対
応
し
て
頂
い
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
静
岡
市
の
医
師
不
足
は
深

刻
で
す
。
以
前
は
、
個
別
病
院
の
問
題

か
と
認
識
し
て
い
た
の
で
す
が
、
新
専

門
医
制
度
で
専
攻
医
登
録
し
た
医
師
数

を
人
口
10
万
人
あ
た
り
で
見
る
と
、
静

岡
県
と
埼
玉
県
が
全
国
平
均
の
半
分
で

一
番
少
な
い
。
東
京
、名
古
屋
に
近
く
、

住
み
や
す
い
場
所
で
へ
き
地
と
い
う
感

じ
は
し
な
い
の
に
、
こ
の
地
域
の
医
師

不
足
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

　
　

静
岡
市
の
公
的
病
院
院
長
会
に
出
席

し
た
こ
と
で
、
桜
ヶ
丘
病
院
が
、
東
京

か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
の
医
師
を
呼
ん
で
、

地
元
の
２
次
救
急
体
制
の
維
持
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
が
理

解
出
来
ま
し
た
。
公
的
病
院
は
、
高
額

な
費
用
を
支
払
っ
て
、
医
師
を
招
聘
す

る
事
に
は
、ど
こ
も
制
限
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
知
恵
を
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題

は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
だ
け
で
な
く
市
、
さ
ら

に
は
県
全
体
で
考
え
る
問
題
で
も
あ
り

ま
す
。
新
専
門
医
制
度
の
発
足
に
伴
う

若
手
医
師
の
東
京
一
極
集
中
に
何
ら
か

の
策
を
考
え
な
い
と
、
静
岡
市
の
医
療

が
破
綻
し
て
し
ま
う
の
で
は
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　
　

東
日
本
や
熊
本
の
震
災
で
は
、
医
療

チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
被
災
地
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
た
が
、
医
師
不
足
に
陥
っ

た
地
方
を
継
続
的
に
都
市
部
の
病
院
が

補
っ
て
い
た
ら
、
都
市
部
の
病
院
も
立
ち

行
か
な
く
な
る
。
地
方
の
医
師
不
足
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
日
本
全
体
で
考
え

る
べ
き
喫
緊
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
村
▼
４
月
１
日
か
ら
地
区
理
事
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
先
日
、
初
め
て
地
区

事
務
所
か
ら
地
区
の
20
病
院
の
状
況
説

明
を
受
け
、
病
院
毎
に
色
々
な
事
情
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
解
り
ま
し
た
。

　
　

前
任
の
細
田
先
生
の
時
に
は
、
地
区

の
院
長
協
議
会
を
年
５
、６
回
や
り
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
病
院
長
会
の

東
日
本
部
会
と
し
、
前
半
は
地
区
事
務

所
が
入
っ
て
、協
議
や
報
告
を
行
っ
て
、

後
半
、
事
務
所
は
退
席
し
て
い
た
だ
い

て
、
院
長
だ
け
で
意
見
交
換
す
る
と
い

う
流
れ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
組
織
強
化
の
検
討
会
の
答
申

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
事
情
を
勘
案

し
て
、
柔
軟
に
対
応
す
る
姿
勢
を
本
部

が
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
病
院

か
ら
の
申
請
等
も
、
き
ち
ん
と
期
限
を

切
っ
て
、
早
く
対
応
す
る
と
い
う
こ
と

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
非
常
に
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

私
は
、
地
区
理
事
と
し
て
各
病
院
と

地
区
事
務
所
と
の
意
思
疎
通
を
円
滑
に

図
る
潤
滑
油
の
役
目
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
区
事
務
所
に
は
、
本
部

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
取
っ

て
、
私
た
ち
に
充
分
な
情
報
を
伝
え
る

こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
話
を
、
先
日
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

内
野
▼
北
海
道
・
四
国
地
区
は
６
病
院
あ

り
ま
す
が
、
私
が
北
海
道
・
四
国
地
区

の
地
区
担
当
理
事
を
拝
命
し
た
と
き
、

地
区
事
務
所
の
人
間
に
、
本
部
、
地
区

事
務
所
と
病
院
の
間
は
、
縦
の
関
係

じ
ゃ
な
く
て
横
の
関
係
で
あ
る
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
病
院
が
働

き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
の
が
地
区
事

務
所
の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
地
区

事
務
所
の
職
員
に
は
徹
底
を
し
て
話
を

し
ま
し
た
。

　
　

基
本
的
に
各
病
院
の
院
長
先
生
が
将

来
ど
う
い
う
病
院
に
す
る
か
、
ど
の
よ

う
な
医
療
を
提
供
す
る
か
と
い
う
こ
と

を
お
考
え
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
表
面
上
を
見
る
と
、
多
数
の
病
院

が
順
調
に
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
６
病
院
全
て
で
実
は
問
題
を
抱

え
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
院
長
先
生
の
お
考
え
を
伺
い

な
が
ら
、
向
こ
う
10
年
、
20
年
、
あ
る

い
は
30
年
、
50
年
の
先
に
、
そ
の
病
院

が
存
続
で
き
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
多
少
相
談
を
し
な
が
ら
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
思
っ
て
い

ま
す
。
色
々
と
、
共
通
す
る
問
題
も
あ

中京病院　院長
（東海北陸地区担当理事）

絹川 常郎

北海道四国地区
担当理事

内野 直樹

東京高輪病院　院長
（東日本地区担当理事）

木村 健二郎
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る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
時
は

基
本
的
に
は
共
通
の
問
題
と
し
て
、
何

か
変
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
提
案
を
出

し
た
い
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
提

供
す
る
医
療
に
よ
っ
て
随
分
違
い
ま
す

か
ら
、
少
な
く
と
も
過
去
4
年
間
は
、

こ
れ
で
は
困
る
と
い
う
話
が
非
常
に
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先

は
、
少
し
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
い
う
建
設
的
な
議
論
に
変
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病
院
サ
イ
ズ
に
よ
る
経
営
方
針

島
田
▼
地
区
同
士
を
比
べ
る
よ
り
、
病
院

サ
イ
ズ
で
の
比
較
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
大
・
中
・
小
型
急
性
期
病
院
な
の

か
、
そ
れ
と
も
回
復
期
・
慢
性
期
な
の

か
、
へ
き
地
な
の
か
っ
て
い
う
、
グ

ル
ー
プ
化
を
き
ち
っ
と
し
て
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
で
ど
う
い
う
適
切
な
仕
様
を
考

え
て
、
ど
う
い
う
経
営
を
や
る
の
か
の

検
討
に
尽
き
ま
す
。

絹
川
▼
病
院
サ
イ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、
地
区
で
見
る
と
、
東
海
と
北
陸

は
文
化
と
気
候
、
そ
し
て
利
用
者
の
意

識
も
異
な
り
ま
す
。
北
陸
地
区
は
、
冬

季
に
な
る
と
患
者
の
動
態
も
変
わ
り
ま

す
。
東
海
北
陸
地
区
の
病
院
は
、
す
べ

て
健
診
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

収
益
の
中
に
占
め
る
割
合
も
大
き
な
病

院
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
気
候
の
変

化
に
よ
り
健
診
は
、
前
半
は
収
益
が
上

が
り
、
後
半
は
じ
り
貧
に
な
り
ま
す
。

　
　

通
常
の
月
次
決
算
の
経
営
状
態
を
見

て
い
る
と
、
健
診
者
数
の
季
節
変
動
が

影
に
隠
れ
て
経
営
方
針
を
立
て
に
く
く

な
り
ま
す
。健
診
部
門
の
収
益
の
分
離
、

さ
ら
に
は
、
急
性
期
病
床
と
包
括
ケ
ア

病
床
を
区
別
す
る
分
析
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
崎
▼
近
畿
地
区
の
８
病
院
は
残
念
な
が

ら
、昨
年
度
黒
字
は
３
病
院
だ
け
で
す
。

原
因
は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
外
科
系

医
師
が
少
な
い
施
設
は
収
益
が
良
く
な

い
こ
と
か
ら
、
管
内
の
病
院
へ
医
師
の

派
遣
も
積
極
的
に
行
い
、
診
療
科
の
凹

凸
を
均
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。
不
採

算
部
門
に
つ
い
て
も
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
分
か
る
の
で
す
が
、
救
急
を

や
る
か
ら
に
は
、
５
疾
病
５
事
業
の
中

で
、
周
産
期
や
小
児
科
と
い
っ
た
地
域

が
必
要
と
す
る
医
療
を
全
く
ゼ
ロ
に
は

で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
要
す
る

に
、
医
者
の
集
ま
り
に
く
い
所
地
域
や

診
療
科
に
対
す
る
考
え
、医
師
の
応
援
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
は
従
前

以
上
に
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
基
本
的
に
私
が
考
え
て
い
た
の
も

経
営
改
善
で
す
。
他
の
所
は
別
に
、
院

長
先
生
が
い
ろ
い
ろ
お
や
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
口
を
出
す
つ
も
り
は
全
く

な
い
で
す
よ
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
な

か
な
か
経
営
改
善
で
き
な
い
と
こ
ろ
っ

て
あ
り
ま
す
ね
。
休
床
し
て
い
る
病
棟

は
既
に
３
年
も
５
年
も
閉
め
て
い
た

ら
、も
う
使
い
物
に
な
ら
ん
の
で
す
よ
。

　
　

休
床
の
ま
ま
に
す
る
の
か
、
逆
に
、

多
少
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
２
０
０
床

の
内
１
床
削
減
す
る
等
、
試
行
錯
誤
を

し
て
経
営
面
だ
け
は
多
少
は
も
の
が
言

え
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
と
。

山
崎
▼
経
営
改
善
の
た
め
の
病
院
個
別
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
別

に
話
を
す
る
と
き
に
、
地
区
担
当
理
事

と
し
て
参
画
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
や
ら
な
い
病
院
に
対
し
て

も
、
本
部
が
可
及
的
に
時
間
を
作
っ
て

頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

島
田
▼
内
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
休
床

の
こ
と
で
す
が
、
経
営
改
善
す
る
の
に
一

番
役
に
立
っ
た
の
は
、
ベ
ッ
ド
を
き
ち
っ

と
満
杯
に
す
る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
休
床
に
な
る
か
と
い
っ

た
ら
、
一
番
は
、
看
護
師
が
足
り
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
休
床

す
る
の
で
は
な
く
て
、
看
護
師
の
必
要

度
を
下
げ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
看
護
必
要
度
に
見
合
っ
た
７

対
１
な
ら
び
に
10
対
１
な
ど
の
看
護
配

置
に
適
切
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
地
区
担
当
理
事
の
先
生
方
か
ら
、

在
院
日
数
が
変
に
短
い
と
か
、
ベ
ッ
ド

が
空
い
て
い
る
の
に
ど
ん
ど
ん
退
院
さ

せ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
と
き
、
地
区
理
事
か
ら
病
院
長

へ
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
崎
▼
地
区
担
当
理
事
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

あ
る
程
度
持
ち
、
病
院
長
と
情
報
を
共

有
し
て
い
か
な
い
と
、
そ
の
病
院
に
対

し
て
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な

い
で
す
よ
ね
。

優
秀
な
人
材
確
保
に
向
け
て

島
田
▼
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
の
益
々
の
発
展
の

た
め
に
も
、
地
区
理
事
の
権
限
と
責
任

を
増
し
て
、
地
区
に
貢
献
し
て
い
こ
う
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と
い
う
点
は
す
ご
く
い
い
と
思
い
ま
す
。

絹
川
▼
医
師
不
足
に
つ
い
て
は
内
野
理
事

も
そ
ん
な
に
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
私
も
１
つ
の
病
院
の
努

力
で
は
限
界
に
来
て
い
る
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
医
師
不
足
の
地
域
で
は
、
行

政
が
個
別
の
病
院
に
補
助
す
る
の
で
は

な
く
、地
域
の
重
要
な
病
院
を
ま
と
め
、

複
数
の
大
学
へ
の
寄
付
口
座
設
立
等
を

通
し
て
資
金
を
提
供
し
、
そ
こ
か
ら
内

科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど

基
本
的
な
診
療
科
で
有
名
な
指
導
医
を

招
聘
し
、
地
域
の
病
院
を
研
修
の
場
と

す
る
仮
想
の
大
学
を
作
り
、
魅
力
的
な

新
専
門
医
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
走
ら

せ
、
若
手
医
師
を
確
保
し
て
は
と
思
い

ま
す
。

　
　

隣
の
県
か
ら
出
か
け
て
苦
労
す
る
地

域
を
客
観
的
に
見
る
と
、
こ
ん
な
ア
イ

デ
ア
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
病
院
が
中
心
と
な
れ
る
医
師
不
足
の

地
域
で
、検
討
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
崎
▼
医
師
確
保
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
に
、
尾
身
理
事
長
も
自
ら
が

京
都
大
学
、
滋
賀
大
学
、
大
阪
大
学
な

ど
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
一
人

で
全
国
の
大
学
を
訪
問
す
る
に
は
限
界

が
あ
り
、
や
は
り
地
区
担
当
理
事
が
、

少
し
で
も
そ
の
代
行
を
で
き
れ
ば
い
い

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
事

で
恐
縮
で
す
が
、
出
身
校
で
あ
る
大
阪

大
学
は
比
較
的
自
由
に
行
け
ま
す
が
、

他
学
と
な
る
と
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
ご

ざ
い
ま
す
。

木
村
▼
地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
し
、
規
模

に
よ
っ
て
も
違
う
。
も
う
一
つ
、
何
を

今
ま
で
目
指
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と

や
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
病
院
の

機
能
が
違
う
と
思
う
の
で
す
ね
。
あ
る

病
院
は
非
常
に
透
析
に
力
を
入
れ
て
、

そ
こ
が
特
化
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

整
形
外
科
が
す
ご
く
強
い
と
か
で
す

ね
。
そ
れ
ぞ
れ
大
事
に
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
職
員
の
思
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を

一
気
に
崩
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。各
病
院
の
背
景
や
歴
史
を
見
て
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
頑
張
っ
た
ら
い
い

の
か
は
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
野
▼
最
後
に
、
機
能
強
化
に
つ
い
て
、

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
私
は
、
も
と
も
と
病
院
に
い
た
人

間
で
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
病
院
が
や

り
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。恐
ら
く
、そ
れ
を
や
っ

て
い
く
と
、
そ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
言
わ
な
く
て
も
、
最
終
的
に
経
営

状
態
は
非
常
に
改
善
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
半
面
、
組
織
の

機
能
強
化
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
決
し
て
何
で
も
あ
り
に
な
っ
た
の

で
は
な
く
て
、
逆
に
、
各
病
院
の
院
長

先
生
方
の
責
任
が
非
常
に
重
く
な
っ
た

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
老

朽
化
し
た
機
器
を
更
新
す
る
、
購
入
す

る
場
合
も
、
十
分
、
使
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
今
ま
で
以
上
に
検
討
し
て
、
必

要
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と

判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
必
要
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
赤
字
で
あ
ろ
う
が
更
新

を
す
る
。
た
だ
、
必
要
な
い
け
れ
ど
も

壊
れ
た
か
ら
、
つ
い
で
に
買
う
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
運
用
し
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
院
と
し
て
も

非
常
に
動
き
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
目
先
の
お
金
は
出
て
い
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
年

単
位
で
見
て
い
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

改
善
に
つ
な
が
り
、
人
が
集
ま
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

く
ら
い
の
さ
さ
や
か
な
自
信
は
持
っ
て

お
り
ま
す
。

木
村
▼
他
に
も
、
看
護
師
の
専
門
性
と
い

う
か
、
特
定
行
為
が
で
き
る
と
か
、
そ

う
い
う
人
材
に
は
そ
れ
な
り
の
処
遇
を

考
え
て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い
思
っ
て

い
ま
す
。

内
野
▼
同
感
で
す
ね
。
優
秀
な
人
材
、
一
生

懸
命
勉
強
し
た
人
に
対
し
て
は
、
そ
れ
な

り
の
対
価
を
考
え
な
け
れ
ば
、「
こ
ん
な

所
に
い
て
も
…
」
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い

う
人
材
は
引
く
手
数
多
で
し
ょ
う
か
ら
。

絹
川
▼
そ
う
い
っ
た
資
格
を
取
得
す
る
時
の

サ
ポ
ー
ト
も
手
厚
く
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に

就
職
す
る
と
有
利
だ
と
思
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
自
院
で
も

看
護
師
の
卒
後
教
育
を
充
実
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
人
材
が
い
な

い
と
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
野
▼
医
師
の
確
保
へ
の
対
応
や
、
各
病

院
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
は
本
部
も
重
々
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ご
指
導
を
い
た

だ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

病院長に聞く⓫連　続　企　画

09



Topics
トピックス

「地域に根ざし、地域から
愛される病院」をめざして

　

当
院
が
あ
る
福
井

県
勝
山
市
に
は
、
世

界
３
大
恐
竜
博
物
館

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
福
井
県
恐
竜
博

物
館
が
あ
り
、
年
間

90
万
人
も
の
人
が
訪

れ
ま
す
。
ま
た
、
白

山
信
仰
の
国
史
跡
白

山
平
泉
寺
や
３
０
０

年
を
超
え
る
歴
史
の

勝
山
左
義
長
ま
つ
り

等
、
魅
力
あ
る
多
く

の
観
光
施
設
、
歴

史
、
伝
統
、
文
化

の
根
付
い
た
町
で

す
。
一
方
、
人
口
は

２
３
，
０
０
０
人
程

と
年
々
減
少
し
、
高

齢
化
率
は
35
％
に
近

づ
き
、
出
産
数
は
年

間
１
５
０
人
前
後
の

少
子
高
齢
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
に
立
地
し
て
い

る
当
院
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
か
ら
愛
さ
れ
る
病
院
を
理
念
に
揚

げ
て
お
り
、
従
来
よ
り
院
長
を
筆
頭

に
福
井
県
を
は
じ
め
地
元
の
２
次
医

療
圏
で
あ
る
勝
山
市
や
大
野
市
と
良

好
な
関
係
を
築
く
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
公
開

講
座
の
開
催
や
地
域
で
行
わ
れ
る
総

合
防
災
訓
練
へ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
が
参

加
す
る
こ
と
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
勉
強
会
を
当
院
で
開
催
す
る

こ
と
な
ど
、
行
政
が
行
う
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
勿
論
の

こ
と
、
時
に
は
直
接
的
な
支
援
を
打

診
、
協
議
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
よ
り
、
福
井
大
学
な
ら

び
に
福
井
県
の
ご
理
解
を
得
て
、
６

年
ぶ
り
と
な
る
産
婦
人
科
常
勤
医
師

の
復
活
が
叶
い
ま
し
た
。
常
勤
医
が

１
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
産
が
可
能

と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

妊
婦
検
診
や
婦
人
科
検
診
の
充
実
、

緊
急
時
の
対
応
等
が
24
時
間
出
来
る

よ
う
に
な
り
地
元
の
勝
山
市
か
ら
も

支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
支
援
の
一
部
に
は
「
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
行
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
を
通
じ
て
、
世
の
中
に
呼
び
か
け

共
感
し
た
人
か
ら
広
く
資
金
を
集
め

る
方
法
）
で
す
。
自
治
体
が
抱
え
る

問
題
解
決
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
の
「
使
い
道
」
を
よ
り
具

体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
た
方
か
ら

寄
附
を
募
る
仕
組
み
で
す
。
勝
山
市

で
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
挑
戦
は
、
今
回
で

４
例
目
で
す
が
、
医
療
へ
の
支
援
は

初
め
て
の
試
み
と
の
こ
と
で
す
。
当

院
と
し
て
も
、
行
政
か
ら
寄
附
と
い

う
形
を
と
お
し
て
ご
支
援
い
た
だ
く

こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
関

係
各
位
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
、
積
極
的
に
こ
ち
ら

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
続
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

福
井
大
学
、
福
井
県
、
勝
山
市
、
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
て
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
方

に
深
く
感
謝
し
、
当
機
構
が
掲
げ
て

い
る
中
期
目
標
・
計
画
で
あ
る
「
地

域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
等

の
提
供
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

行
政
等
か
ら
の
支
援
も
あ
り
、「
地

域
と
共
に
歩
ん
で
い
く
第
１
歩
！
」

と
し
て
、
こ
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
利
用
し

た
支
援
（
寄
附
）
の
取
り
組
み
が
、

少
し
で
も
他
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
の
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

福井勝山総合病院キャラクター
ジェイくん、コウちゃん

福井勝山総合病院　事務長　尾石 紀之
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地元と共に地域医療を守り貢献していきたい
　平成 24年１月より当院の常勤産婦人科医師が不在となって以来、勝山市と共に常
勤医師復活への努力を重ねてまいりましたが、この度、大学・県のご理解とご協力
を賜り、実現する運びとなりました。地元の皆さんの熱い情熱に感謝いたします。
妊婦検診や婦人科検診の機会が増えることのみならず当院で行える処置や手術も増
えることと思います。
　また、先のような豪雪時に遠方まで受診に出かけずとも、奥越医療圏域にて対応
できることが増えると確信し、これからも、地元と共に地域医療を守り、更なる貢
献をして参る所存です。

子育て環境日本一のまちを目指して
　勝山市では、子育て環境日本一を目指しており、保育料の軽減率と第３子以上の
出生率が県内トップとなっています。勝山市の豊かな自然と歴史、文化に育まれた
環境を生かし、誰もが夢と希望を持って子供を産み育むことができるまちづくりを
進め、出産から切れ目ない支援を行っています。
　そのような中、福井勝山総合病院の産婦人科医療の分娩再開は市民の大きな願い
であり、この度の常勤医配置は分娩再開への道のりの第一歩ととらえ機運を高めて
いきたいと考えています。誰もが安心して出産、子育てできるまち、子育て環境日
本一を目指していきます。

福井勝山総合病院

兜
かぶと

 正
まさ　のり

則 院長

勝山市

山岸 正裕 市長

ガバメントクラウドファンディングサイト「ふるさとチョイス」から抜粋

ガバメントクラウドファンディングサイト「ふるさとチョイス」から抜粋

寄附金の授与

病院講堂で行われた授与式後の集合写真
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　当院は平成８年４月、がん患者の在宅療養支援目的で訪問看護を開始し
20年余りが経過しました。がん患者に加え小児、在宅酸素療法、ストーマ
等医療処置が必要な利用者様も増加し平成 30年４月１日より人吉医療セ
ンター附属訪問看護ステーションとして新たな一歩を踏み出しました。　
看護職員も１名増員され事務担当の職員も配置されました。当院の立地す
る人吉球磨地域の高齢化率（65歳以上）は 36.8％（2017 年）であり今後

更に上昇すると見込まれます。自宅などへ退院後も一定期間日常の療養生活支援が必要な方も多くなり
ます。今後も利用者の方やご家族が住み慣れた場所で安心して暮らしていけるよう院内の職員や関連機
関との連携を図りながら在宅療養を支援していきたいと思います。
　職員一同「訪問看護を利用して良かった」と思っていただけるように努力していきたいと思います。
訪問時の利用者様やご家族の笑顔が私たちの活力になっています。	 看護師長　藤村 友子

　平成 29年４月よりみなし訪問看護を看護師２名で開始し、この度、平
成 30年４月１日より訪問看護ステーションを開設しました。現在、看護
師３名で運営しています。
　アピールポイントは、
☆訪問看護ステーション、病院、介護老人保健施設、居宅介護支援センターと
スムーズな連携を図り、個々人に合わせた在宅療養生活を考え、支援しています。

☆天草中央総合病院の外来と連携を図り、症状悪化時は速やかに対応しています。
☆がん緩和看護認定看護師、がん性疼痛看護認定看護師、がん化学療法看護認定看護師との同行訪問し、
より専門的な看護を提供しています。
☆明るい笑顔を届けています。
　地域の皆様から信頼して頂き、一日でも長く住み慣れた場所で安心して過ごして頂けるよう、スタッ
フ一丸となって取り組んでいきたいと思います。	 看護師　有江 恵理

　平成 30年４月１日より居宅介護支援センターを開設しました。中京病
院併設の老人保健施設の玄関を入った左側にあります。開設のきっかけは
「病院や老健にケアマネはいないの？いてくれたら安心して依頼できるの
に」「大きな病院にこそケアマネージャーがいてほしい」という多くの利
用者の声です。
　名古屋市内において高齢化率、生活保護受給率が一番高いこの地域は、

多くのお年寄りがまったなしの暮らしをしています。センター長１名、管理者兼ケアマネ―ジャー１名
という小規模な体制ですが、地域の方々の生活の一助になるよう相談援助に努め、当院・当施設・地域
の介護事業所の方々と確かなサービスが提供できる仕組みや工夫をしてきたいと思います。

管理者　岩下 拓生

人吉医療センター附属訪問看護ステーション（H30.4.1 開設）

天草中央総合病院附属訪問看護ステーション（H30.4.1 開設）

中京病院附属居宅介護支援センター（H30.4.1. 開設）

〜 居宅介護支援センターが開設しました 〜

〜 訪問看護ステーションが開設しました 〜

〉〉〉NEWS〈〈〈
ニュース
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●湯布院と病院と患者さんを繋ぐ「ゆふいんだより」
　当院の広報誌「ゆふいんだより」は、元々病
院広報誌ではなく、「脳卒中友の会」の会誌と
して昭和 60年１月に創刊されました。「脳卒
中友の会」とは、当院へ脳血管障害で入院され
た患者さんの「情報交換の場を求める声」か
ら生まれた任意の団体です。「ゆふいんだより」
は当院を退院した患者さんやご家族と当院を
繋ぐ情報誌であり、患者さんによる情報発信の
場でした。その後、病院広報誌として姿を変え
JCHO移行後も発行していましたが、「時代の
変化」と「会誌としての役割も果たした」との
意見もあり創刊から 30年経過した平成 27年
に休刊となりました。

●医療連携広報誌の発行～休刊
　平成24年には医療連携室より医療連携広報
誌を創刊しましたが、発行責任者である連携室
室長の退職、広報誌発行に向けての機運も徐々
に衰退し「ゆふいんだより」と同じ平成27年
を最後に発行が途絶えてしまいました。

●病院広報誌の再発行
　当院は、開
院間もない
時期よりリ
ハビリテー
ション専門
病院として

発展してきました。
　近隣に回復期リハビリテー
ション病棟が少なかった事もあ
り、大分県内や県外からも多
くの患者さんが入院して来ま
した。しかし、近年は、回復
期リハビリテーション病棟も
増加し、当院への紹介患者も
少なくなってきました。急性
期の病院からリハビリ対象患
者さんを紹介して貰うために
は、広報活動が重要と考え、
平成 29 年３月に病院幹部
が中心となり委員会の再編

を行い、ホームページ・広報・
年報委員会として新たに発足し平成 29 年４
月に医療連携広報誌を発行しました。現在は、
今年の夏発行に向け、委員で鋭意作成中です。

●病院における広報誌発行の継続に向けて
　広報誌の発行継続するためには、発行責任
者の①リーダーシップ②マネージメントが重
要ですが、広報誌発行は発行責任者一人では、
出来ません。現状では広報誌担当委員は病院
業務と兼務なので、依頼された職員の負担は
増えるかと思います。だからこそ発行責任者
から広報誌発行の目的（誰に、何を、どのよ
うに伝えるのか）や「読者目線の広報誌を一
緒に作ろう！」という共通の認識が必要だと
思います。
　私が委員長に任命され、病院広報の研修会
に参加し、「広報活動による病院のブランディ
ング、マーケティング」が重要であることを
学びました。そして広報活動の目的は「病院
のファン」づくりだと考えています。当院院
長が言っている「湯布院の地に湯布院病院が
あ っ て 良
かった」と
心から思っ
てもらえる
ファンづく
りを行って
いきたいと
思います。 前列中央が筆者

湯布院病院　リハビリテーション科　主任理学療法士　日高 隆之

広報誌再開に向けての取り組み
広 報 ア ラ カ ル ト
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　現在の大阪みなと中央病院がある大阪市港区の築港・天保山エリアは、江戸時代後期「天下の台所」大阪
の玄関口として栄えました。
　戦前までは、港区は、大阪市で人口が一番多い区でしたが、昭和 20年の大阪大空襲とその直後の枕崎台
風による高潮被害により、最大で約36万人あった人口が約 8,600 人まで減少しました。
　戦後の昭和23年から始まった「港地区復興土地区画整理事業」により、平成４年までの約45年をかけて約
２mの盛土がされ、高潮被害のない平坦で道路も広く公園も多い住みやすい街に生まれ変わりました。
　その間の昭和 24年７月にまず船員保険大阪診療所として開設され、昭和 25年６月には、船員保険大阪病
院として再出発しました。
　その後、昭和34年６月には総合病院の指定を受け、昭和35年４月に大阪船員保険病院に改称されました。
　現在の建物は、北館、南館、東館と分かれており、増改築・改修を重ねてまいりましたが、耐震診断の結
果、建替えが必要となり、建替え地の選定を進めて参りました。そのような中、平成 27年１月に開催され
た大阪市戦略会議において、将来にわたり広く区民に役立ち、今後の港区のまちづくりに貢献する公共施設
「（仮称）区画整理記念・交流会館」を整備するという基本構想が示され、「弁天町駅前土地区画整理記念事業」
として、大阪みなと中央病院がその共同事業として港区の地域医療・災害時医療の拠点機能の形成を目指す
ことを内容とする記念事業の実施が決定されました。
　このことにより、現在の大阪港駅から約３km離れた JR大阪環状線と大阪地下鉄中央線の交差した弁天町
駅に隣接した場所に五つの「大阪みなと中央病院移転新築基本方針」を基に前面建替えによる移転が決定さ
れました。
　昨年の 11月 22日に起工式を終え、12月から建設工事が始まり、来年の５月に完成予定、９月の開設とな
ります。
　大阪みなと中央病院は、港区唯一の公的病院として、移転後も地域のみなさまに安心していただけるよう
質の高い医療を提供できる病院を目指してまいります。

【大阪みなと中央病院移転新築基本方針】
１．救急医療の強化

　港区の二次救急医療機関として、救急医療の強化を図り、
地域の救急医療に貢献する。

２．地域包括ケアシステムの推進
　医療機関・行政との積極的な連携を図り、地域包括ケア
システムの中核病院としての機能を果たす。

３．環境整備
　地域住民の高齢化への対応、港区との施設の共同利用な
どサービスの向上に向けた環境の整備を行う。

４．健康づくりの推進
　港区及び周辺地域の住民の健康づくりの推進に向け、健
診機能の強化を図る。

５．災害対策
　災害時の拠点病院として災害対応に求められる各種の
ハードを整備する。

【新病院の概要】
１．病床数	 許可病床数	 275床（６病棟）
２．病棟構成	 一般病棟	 184床
	 地域包括ケア病棟	 45床
	 回復期病棟	 46床
３．概要	 敷地面積	 2,454㎡
	 建築面積	 1,873㎡
	 高さ	 52.15m
	 階数	 地上 13階、塔屋 1階

大阪地下鉄中央線　弁天町駅

JR大阪環状線　弁天町駅

【完成イメージ図】

【弁天町駅前土地区画整理記念事業（イメージ図）】

●　INFORMATION 　●　インフォメーション

大阪みなと中央病院の新築移転について
大阪みなと中央病院　事務部長　前田 誠
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　一般社団法人地域医療機能推進学会では、『第
４回 JCHO地域医療総合医学会』を、2018 年 11
月 16 日（金）、17日（土）の両日、東京都港区
高輪のTKPガーデンシティ品川及び JCHO本部
研修棟を会場に開催することとし、現在、準備作
業を鋭意進めているところです。
　会長には本学会理事・JCHO大阪病院院長の山
崎芳郎先生にご就任いただきました。メインテー
マは『今、JCHOに求められるもの～絆の継承と
リノベーションへの挑戦～』といたしました。
　プログラムは、会長講演に始まり、継続テーマ
シンポジウムや各種特別企画を実施するととも
に、JCHO職員の皆様方からご応募いただいた一
般演題（口演発表・ポスター発表）を数多く発表
していただけるよう編成作業を進めております。
　さらに特別講演には、女優の檀ふみさんをお招
きし「仕事が教えてくれたこと」をテーマにご講
演をしていただくこととしておりますのでご期
待ください。
　本医学会は、JCHO等に勤務する職員の皆様方
が一堂に会し、互いの成果を発表し、意見を交換
する貴重な交流の場です。各セッションで活発な
ご議論が行われることを期待し、多数のご参加をお待ちしております。
　開催概要の詳細につきましては、学会ホームページを随時更新してまいりますのでご確認下さいますよう
お願い申し上げます。

≪学会ホームページ http://www.jchs.or.jp/ ≫

第４回JCHO地域医療総合医学会の開催準備進む
一般社団法人地域医療機能推進学会 事務局長　中村 仁
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北海道

東日本

東海北陸
四　国

近　畿

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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地区事務所
本部北海道四国地区管理部
東 日 本 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒806-0034

東京都港区高輪3-22-12
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内

URL
https://www.jcho.go.jp/


